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東
日 

65 

立
川
飛
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官
舎
に
亡
霊
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幽
霊 

一
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七
年
七
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二
四
日 

東
日 

66 

陸
軍
の
オ
ー
ト
バ
イ
で
小
平
村
民
死
亡 

一
九
二
七
年
一
二
月
一
五
日
東
日 

67 

道
路
に
飛
行
機
の
滑
走
路 

一
九
二
八
年
四
月
二
十
八
日
東
日 

68 

立
川
へ
陸
軍
航
空
本
部
付
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班 

一
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三
一
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三
月
二
九
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東
日 

第
五
節 

開
発
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経
済 
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鉄
道
の
不
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七
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月
六
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東
日 

70 
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予
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小
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一
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日 

71 
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一
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七
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東
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72 

西
武
電
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も
立
川
へ 

一
九
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七
年
六
月
一
九
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東
日 

73 

箱
根
土
地
の
斡
旋
で
商
大
移
転 

一
九
二
七
年
七
月
一
四
日 

東
日 

74 

三
多
摩
へ
電
話
架
設
工
事 

一
九
二
七
年
九
月
一
三
日 

東
日 

75 

小
平
へ
乗
合
自
動
車
路
線 

一
九
二
七
年
一
二
月
四
日 

東
日 

76 

商
大
の
小
平
移
転 

一
九
二
八
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月
一
九
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東
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77 

目
黒
か
ら
府
中
へ
競
馬
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一
九
二
九
年
三
月
一
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東
日 

78 

三
行
の
合
併
で
北
多
摩
銀
行 

一
九
二
九
年
四
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二
四
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東
日 

79 

田
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東
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農
学
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農
園
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一
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東
日 
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育
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を
揚
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一
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七
年
三
月
二
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日 

83 
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の
運
動
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一
九
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七
年
十
一
月
八
日 

東
日 

84 
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菜
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育 

一
九
二
七
年
一
一
月
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五
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日 

85 

中
学
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入
試
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廃
か 

一
九
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七
年
一
二
月
八
日 

東
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ロ
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学
の
入
学
試
験 

 

一
九
三
一
年
三
月
六
日 

東
日 

90 

中
学
入
試
問
題 

一
九
三
一
年
三
月
一
二
日 

東
日 

二 

文
化 

91 

小
平
二
小
で
映
画 
一
九
二
八
年
三
月
九
日 

東
日 

92 

読
売
新
聞
に
「
府
下
版
」
新
設 
一
九
三
〇
年
一
一
月
五
日 

読
売 

第
七
節 

生
活 

一 

貧
窮 

93 

下
が
る
教
員
の
給
与 

一
九
三
〇
年
八
月
五
日 

東
日 

二 

医
療
・
衛
生 

94 

組
合
病
院
設
立
に
反
対 

一
九
二
八
年
三
月
六
日 

東
日 

95 

小
平
に
天
然
痘 

一
九
二
八
年
三
月
一
八
日 

東
日 

96 

昭
和
病
院
の
予
算
の
割
当 

一
九
二
八
年
四
月
二
四
日 
東
日 

97 

昭
和
病
院
の
建
設 

一
九
二
八
年
四
月
二
七
日 

東
日 

98 

昭
和
病
院
の
規
約
草
案 

一
九
二
八
年
五
月
一
一
日 

東
日 

99 

昭
和
病
院
竣
工 

一
九
二
八
年
一
〇
月
二
日 

東
日 

100 

精
神
病
院
建
設
に
反
対
同
盟 

一
九
二
八
年
一
〇
月
二
四
日
東
日 

101 

清
瀬
村
へ
結
核
療
養
所 

一
九
二
九
年
三
月
一
四
日 

東
日 

102 

結
核
療
養
所
建
設
に
反
対 

一
九
二
九
年
三
月
二
八
日 

東
日 

103 

昭
和
病
院
全
焼 

一
九
三
〇
年
一
月
一
八
日 

東
日 

104 

昭
和
病
院
再
建 

一
九
三
〇
年
五
月
二
十
日 

東
日 

第
八
節 

事
件
・
世
相 

105 

小
金
井
桜
は
格
別
の
な
が
め 

一
九
二
七
年
四
月
一
五
日 

東
日 

106 

石
炭
酸
の
臭
い
と
小
金
井
の
桜 

一
九
二
七
年
四
月
一
九
日 

東
日 

107 

厭
世
自
殺
牛
に
も
波
及
か 

一
九
二
八
年
三
月
二
七
日 

東
日 

108 

玉
川
上
水
で
厭
世
自
殺 

一
九
二
八
年
四
月
二
二
日 

東
日 

109 

世
の
中
が
い
や
に
な
り
自
殺 

一
九
二
八
年
四
月
二
六
日 

東
日 

110 

不
況
で
花
見
客
減
少 

一
九
三
〇
四
月
二
四
日 

東
日 

111 

色
目
は
明
る
い
着
物 

一
九
三
一
年
一
〇
月
二
一
日
東
日 

112 

好
況
で
金
歯
も
高
騰 

一
九
三
二
年
九
月
一
日 

東
日 

   



 

 
第
二
章 

戦
時
体
制
下
の
町
づ
く
り
（
一
九
三
七
～
四
五
年
） 

第
一
節 

自
然
と
人 

一 
自
然 

113 

御
嶽
神
社
の
御
神
水
で
雤
乞
祈
願 

一
九
三
七
年
八
月
一
三
日 

東
日 

114 

村
民
総
出
の
雤
乞
祭 

一
九
三
七
年
八
月
一
七
日 

東
日 

115 

日
照
り
で
農
作
物
、
甚
大
な
被
害 

一
九
三
七
年
八
月
一
八
日 

東
日 

116 

一
ヶ
月
以
上
も
雤
降
ら
ず 

一
九
三
七
年
八
月
一
九
日 

東
日 

117 

小
平
方
面
も
出
水
被
害
甚
大 

一
九
三
八
年
七
月
五
日 

東
日 

118 

小
平
方
面
も
逐
次
減
水
す
る 

一
九
三
八
年
七
月
六
日 

東
日 

119 

雤
乞
い
の
御
岳
山
も
水
涸
れ 

一
九
四
〇
年
六
月
一
六
日 

東
日 

120 

鳥
獣
撃
退
の
秘
伝
公
開 

一
九
四
三
年
八
月
四
日 

毎
日 

121 

小
平
な
ど
の
雑
木
林
に
茸
豊
作 

一
九
四
三
年
一
〇
月
一
四
日
毎
日 

二 

信
仰 

122 

青
梅
の
ダ
ル
マ
市
賑
う 

一
九
三
七
年
一
月
一
三
日 

東
日 

123 

近
郷
か
ら
の
人
出
で
賑
う
く
ら
や
み
祭
り 

一
九
三
七
年
五
月
六
日 

東
日 

124 

田
無
の
暮
市
の
賑
い 

一
九
三
九
年
二
月
一
日 

東
日 

125 

豊
作
を
願
う
御
嶽
神
社
の
太
占
祭 
一
九
四
〇
年
一
月
五
日 

東
日 

126 

産
め
よ
殖
や
せ
よ
と
神
社
参
詣 
一
九
四
一
年
七
月
一
三
日 

東
日 

第
二
節 

農
業 

一 

篤
農
家 

127 

小
平
の
甘
藷
品
評
会
一
等
小
山
金
蔵
氏 

一
九
三
七
年
一
〇
月
二
八
日
東
日 

128 

小
平
の
農
産
物
品
評
会
一
等
浅
見
九
一
郎
氏 

一
九
三
七
年
一
一
月
二
〇
日
東
日 

129 

出
征
軍
人
家
族
に
小
作
料
減
免
分
を
寄
贈 

一
九
三
七
年
一
一
月
二
三
日
東
日 

130 

土
の
父
、
関
根
勝
五
郎
氏
を
表
彰 

一
九
三
九
年
一
月
二
九
日 

東
日 

131 

小
平
農
会
篤
農
家
を
表
彰 

一
九
四
二
年
五
月
一
〇
日 
東
日 

132 

小
平
な
ど
の
優
良
商
店
を
知
事
等
が
表
彰 

一
九
四
二
年
九
月
八
日 

東
日 

133 

決
戦
下
の
イ
モ
増
産
競
作
に
小
平
で
は
関
根
、
鈴
木
の
両
氏
一
九
四
三
年
六
月
二
四
日
毎
日 

134 

イ
モ
増
産
の
優
良
者
は
小
平
の
関
根
氏 

一
九
四
三
年
七
月
三
一
日 

毎
日 

135 

馬
鈴
薯
の
競
作
、
驚
異
的
成
績
で
小
平
の
関
根
氏 

一
九
四
三
年
八
月
三
日 

毎
日 

136 

北
多
摩
郡
下
の
農
民
に
イ
モ
名
人 

関
根
、
鈴
木
両
氏
が
秘
訣
伝
授 

 

一
九
四
三
年
八
月
一
九
日 

毎
日 

137 

馬
鈴
薯
の
食
糧
増
産
は
関
根
氏 

一
九
四
三
年
一
二
月
四
日 

毎
日 

138 

小
平
か
ら
は
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
を
出
荷 

一
九
四
四
年
七
月
一
一
日 

毎
日 

139 

増
産
推
進
の
小
平
村 

一
九
四
四
年
一
二
月
八
日 

毎
日 

140 

小
平
の
甘
藷
名
人
鈴
木
氏
、
虎
の
巻
を
公
開
す
る 

一
九
四
五
年
二
月
一
六
日 

毎
日 

二 

農
作
物 

141 

優
良
種
牛
を
米
国
か
ら
購
入 

一
九
三
七
年
四
月
一
一
日 

読
売 

142 

ビ
ー
ル
麦
を
村
山
駅
で
出
荷 

一
九
三
七
年
八
月
一
日 

東
日 

143 

四
十
年
来
の
旱
魃
で
梨
も
大
被
害 

一
九
三
七
年
八
月
二
二
日 

東
日 

144 

日
中
戦
争
で
「
練
馬
大
根
」
好
況 

一
九
三
七
年
一
二
月
四
日 

東
日 

145 

北
多
摩
郡
下
か
ら
樺
太
へ
馬
鈴
薯
を
出
荷 

一
九
三
八
年
七
月
三
日 

東
日 

146 

石
灰
肥
料
不
足
で
桑
園
の
危
機 

一
九
三
八
年
八
月
二
六
日 

東
日 

147 

肥
料
も
蔓
返
し
も
不
要
で
甘
藷
増
産 

一
九
三
九
年
八
月
二
日 

東
日 

148 

戦
時
下
の
肥
料
不
足 

一
九
三
九
年
九
月
一
二
日 

東
日 

149 

甘
藷
豊
作
も
貨
車
輸
送
で
き
ず 

一
九
三
九
年
一
〇
月
一
一
日
東
日 



 

150 

小
平
農
会
で
軍
用
兎
供
出 

一
九
三
九
年
一
一
月
五
日 

東
日 

151 

北
多
摩
郡
下
の
収
繭
量
は
一
戸
平
均
百
貫 

一
九
四
〇
年
八
月
七
日 

東
日 

152 

新
体
制
下
で
農
村
の
協
同
体
化 

一
九
四
〇
年
八
月
八
日 

東
日 

153 
北
多
摩
郡
、
新
た
に
木
炭
生
産 

一
九
四
〇
年
八
月
一
四
日 

東
日 

154 

田
無
地
方
か
ら
軍
部
に
早
漬
大
根
を
供
出 

一
九
四
〇
年
一
一
月
一
九
日
東
日 

155 

小
平
村
食
糧
増
産
に
青
壮
年
層
を
動
員 

一
九
四
一
年
二
月
二
二
日 

東
日 

156 

小
平
の
蔬
菜
栽
培
に
学
生
動
員 

一
九
四
二
年
一
月
三
一
日 

東
日 

157 

報
徳
社
丸
山
式
栽
培
法
で
イ
モ
の
増
産 

一
九
四
三
年
二
月
一
七
日 

毎
日 

158 

小
平
イ
モ
大
増
収 

一
九
四
三
年
八
月
七
日 

 

毎
日 

159 

戦
時
下
、
イ
モ
は
多
収
穫
品
種
へ
切
り
替
え 

一
九
四
三
年
一
二
月
二
五
日
毎
日 

160 

イ
モ
供
出
、
前
渡
金
で
促
進 

一
九
四
四
年
一
〇
月
一
五
日
毎
日 

161 

小
平
町
、
堆
肥
増
産
に
老
人
子
供
も
励
む 

一
九
四
四
年
一
一
月
二
四
日
毎
日 

第
三
節 

政
治
―
地
域
の
枠
組
み
― 

一 

国
政 

162 

小
平
村
の
小
野
熊
太
郎
、
衆
院
選
へ
出
馬
断
念 

一
九
三
七
年
四
月
一
四
日 

東
日 

163 

翼
賛
政
治
下
の
衆
院
選
情
勢 

一
九
四
二
年
五
月
一
日 

東
日 

164 

翼
政
協
非
推
薦
の
中
村
氏
落
選 

一
九
四
二
年
五
月
二
日 

読
売 

二 

府
政
と
都
制
案 

165 

小
金
井
に
続
き
東
村
山
も
町
制 
一
九
三
七
年
二
月
五
日 

東
日 

166 

武
蔵
野
町
を
中
心
に
軍
需
工
場
主
体
の
都
市
計
画 

一
九
三
八
年
六
月
一
四
日 

東
日 

167 

内
務
案
を
否
定
し
三
多
摩
と
区
部
を
分
断
す
る
都
制
連
盟
案 

 

一
九
三
八
年
八
月
二
六
日 

東
日 

168 

木
戸
内
相
も
三
多
摩
除
外
に
近
い
も
の
か 

一
九
三
九
年
六
月
一
一
日 

読
売 

169 

小
平
に
隣
接
す
る
国
分
寺
が
町
制
施
行 

一
九
四
〇
年
二
月
一
六
日 

東
日 

170 

武
蔵
野
都
市
計
画
に
小
平
な
ど
新
た
に
四
ヶ
村
が
加
わ
る 

 

一
九
四
〇
年
四
月
一
七
日 
東
日 

171 

躍
進
す
る
立
川
に
市
制
実
現 

一
九
四
〇
年
一
一
月
六
日 

読
売 

172 

武
蔵
野
の
近
代
都
市
計
画 

一
九
四
〇
年
一
二
月
一
〇
日
読
売 

173 

武
蔵
野
景
趣
を
残
す
緑
地
帯
計
画 

一
九
四
二
年
三
月
一
七
日 

読
売 

174 

東
条
声
明
で
東
京
市
独
立
案
破
綻 

一
九
四
二
年
六
月
一
三
日 

読
売 

175 

小
平
、
東
村
山
、
久
留
米
、
清
瀬
、
統
合
の
都
市
計
画 

一
九
四
二
年
七
月
一
二
日 

東
日 

176 

三
多
摩
主
張
の
都
制
案
に
ま
と
ま
る
予
想 

一
九
四
二
年
九
月
一
五
日 

読
売 

177 

都
議
会
議
員
は
翼
壮
団
員
よ
り
選
出
す
べ
し 

一
九
四
三
年
一
月
二
八
日 

毎
日 

178 

大
東
亜
の
首
都
、
東
京
都
誕
生
へ 

一
九
四
三
年
四
月
一
六
日 

読
売 

179 

東
京
都
制
に
よ
せ
る
人
々
の
想
い 

一
九
四
三
年
六
月
三
〇
日 

読
売 

180 

都
議
選
の
調
整 

一
九
四
三
年
八
月
二
五
日 

毎
日 

181 

田
無
署
が
武
蔵
野
署
に
な
り
、
や
が
て
移
転 

一
九
四
四
年
四
月
二
三
日 

読
売 

三 

村
政
か
ら
町
制
へ 

182 

小
平
村
助
役
詮
衡
で
府
と
対
立 

一
九
三
七
年
二
月
二
一
日 

東
日 

183 

小
平
村
助
役
詮
衡
は
一
時
休
戦 

一
九
三
七
年
三
月
二
日 

東
日 

184 

小
平
村
助
役
詮
衡
で
三
者
対
立 

一
九
三
七
年
三
月
九
日 

東
日 

185 

小
平
村
長
小
川
良
助
氏
死
去 

一
九
三
七
年
三
月
一
二
日 

東
日 

186 

小
川
良
助
氏
逝
去
で
北
多
摩
郡
農
会
長
の
後
任
問
題 

一
九
三
七
年
三
月
一
二
日 

東
日 

187 

小
平
後
任
村
長
に
前
府
議
小
野
熊
太
郎
氏
か 

一
九
三
七
年
三
月
一
三
日 

東
日 

188 

故
小
川
良
助
小
平
村
長
に
弔
慰
金 

一
九
三
七
年
三
月
一
三
日 

東
日 

189 

小
平
村
、
助
役
詮
衡
同
様
に
後
任
村
長
で
も
紛
糾 

一
九
三
七
年
三
月
一
六
日 

東
日 



 

190 

小
平
村
長
選
の
し
こ
り
で
助
役
問
題
も
難
航 

一
九
三
七
年
三
月
二
六
日 

東
日 

191 

小
平
村
議
選
社
大
党
候
補
出
馬
で
活
気
を
呈
す 

一
九
三
七
年
五
月
六
日 

東
日 

192 

小
平
村
陪
審
員
抽
選
で
決
す
る 

一
九
三
七
年
一
一
月
二
三
日
東
日 

193 
小
平
村
警
防
団
結
成
式 

一
九
三
九
年
四
月
一
五
日 

東
日 

194 

小
平
村
後
任
村
長
渓
氏
で
一
段
落
か 

一
九
四
〇
年
六
月
二
〇
日 

東
日 

195 

小
平
の
多
摩
農
村
文
化
協
会
で
全
村
新
体
制
確
立
へ 

一
九
四
一
年
二
月
一
九
日 

東
日 

196 

翼
賛
選
挙
を
機
に
銃
後
の
体
制
を
か
た
め
る 

一
九
四
二
年
三
月
二
九
日 

東
日 

197 

小
平
村
翼
壮
団
は
農
村
演
劇
な
ど
の
慰
安
活
動 

一
九
四
二
年
四
月
九
日 

東
日 

198 

小
平
村
翼
壮
団
は
、
細
田
団
長
を
筆
頭
に
模
範
選
挙
運
動 

一
九
四
二
年
五
月
三
日 

東
日 

199 

小
平
村
翼
選
候
補
に
対
抗
し
農
会
副
会
長
が
出
馬 

一
九
四
二
年
五
月
一
五
日 

東
日 

200 

小
平
村
議
に
翼
賛
候
補
外
の
馬
場
氏
当
選 

一
九
四
二
年
五
月
二
二
日 

東
日 

201 

小
平
村
、
町
制
施
行
を
陳
情 

一
九
四
三
年
一
二
月
一
一
日
毎
日 

202 

紀
元
節
に
小
平
町
が
誕
生 

一
九
四
四
年
一
月
二
五
日 

読
売 

203 

税
金
完
納
し
小
平
村
に
町
制
施
行 

一
九
四
四
年
一
月
二
八
日 

毎
日 

204 

決
戦
下
で
の
小
平
町
出
発 

一
九
四
四
年
二
月
一
二
日 

読
売 

第
四
節 

戦
争
と
民
衆 

一 

民
衆
の
動
き 

205 

中
島
飛
行
機
製
作
所
の
騒
音
で
自
由
学
園
は
移
転
か 
一
九
三
七
年
一
月
三
一
日 

東
日 

206 

小
平
村
、
防
空
へ
鉄
壁
陣
を
張
る 
一
九
三
七
年
九
月
一
八
日 

東
日 

207 

南
京
陥
落
で
旗
・
提
灯
行
列
で
歓
喜
、
商
店
街
の
大
売
出
し
一
九
三
七
年
一
二
月
八
日
東
日 

208 

小
平
か
ら
渡
満
、
少
年
義
勇
軍
に
参
加 

一
九
三
八
年
六
月
一
六
日 

読
売 

209 

少
年
義
勇
軍
の
満
州
活
動
報
告 

一
九
三
八
年
八
月
五
日 

読
売 

210 

立
川
、
小
金
井
、
武
蔵
野
な
ど
工
業
地
帯
で
小
学
生
激
増 

一
九
三
九
年
五
月
二
四
日 

東
日 

211  

健
康
を
そ
こ
ね
る
軍
需
工
場
勤
め
を
さ
け
る 

一
九
四
〇
年
三
月
九
日 

東
日 

212 

ス
パ
イ
を
相
互
監
視 

一
九
四
〇
年
六
月
一
五
日 

東
日 

213 

貯
蓄
報
国
運
動
の
奨
励 

一
九
四
〇
年
八
月
四
日 
東
日 

214 

北
多
摩
郡
方
面
委
員
に
女
性
進
出 

一
九
四
一
年
二
月
二
〇
日 

東
日 

215 

町
村
常
会
の
あ
り
方
を
検
討 

一
九
四
一
年
二
月
二
三
日 

東
日 

216  

勤
労
青
年
の
精
神
修
養
に
み
そ
ぎ
練
成 

一
九
四
一
年
八
月
五
日 

東
日 

217 

臨
戦
体
制
に
ふ
さ
わ
し
い
警
防
団
を 

一
九
四
一
年
九
月
七
日 

東
日 

218 

小
平
在
住
の
イ
ン
ド
志
士
、
イ
ン
ド
独
立
軍
と
日
本
軍
の
協
力
を
唱
え
る 

 

一
九
四
一
年
一
二
月
六
日 

東
日 

219 

総
選
挙
に
備
え
翼
壮
団
結
成
準
備 

一
九
四
二
年
二
月
二
六
日 

東
日 

220 

質
実
剛
健
な
勤
労
奉
仕
を
願
う 

一
九
四
二
年
三
月
一
八
日 

読
売 

221 

靖
国
大
祭
で
一
億
黙
祷 

一
九
四
二
年
四
月
二
四
日 

東
日 

222 

府
翼
壮
団
、
戦
時
態
勢
に
積
極
的
援
助 

一
九
四
二
年
五
月
一
四
日 

東
日 

223 

小
平
小
野
病
院
な
ど
で
対
ス
パ
イ
防
衛
演
習
実
施 

一
九
四
二
年
七
月
一
六
日 

東
日 

224 

小
平
な
ど
で
イ
モ
買
出
部
隊
を
翼
壮
団
が
監
視
、
撲
滅 

一
九
四
二
年
七
月
二
二
日 

東
日 

225 

小
平
へ
神
奈
川
か
ら
少
年
通
信
兵
校
が
移
転 

一
九
四
二
年
一
〇
月
二
二
日
東
日 

226 

北
部
農
会
、
食
料
買
出
部
隊
へ
の
横
流
し
を
統
制 

一
九
四
二
年
一
〇
月
二
三
日
東
日 

227 

小
平
警
防
団
、
決
戦
に
備
え
血
液
型
を
登
録 

一
九
四
三
年
六
月
二
七
日 

読
売 

228 

都
下
に
重
要
軍
需
工
場
が
疎
開 

一
九
四
三
年
一
一
月
一
四
日
毎
日 

229 

小
平
な
ど
で
隣
組
を
結
成 

一
九
四
四
年
二
月
二
日 

読
売 

230 

田
無
な
ど
で
も
野
菜
な
ど
の
買
出
部
隊
を
締
出
し 

一
九
四
四
年
四
月
五
日 

毎
日 

231 

小
平
ス
イ
カ
の
闇
栽
培
を
厳
し
く
監
視 

一
九
四
四
年
四
月
一
一
日 

毎
日 

232 

武
蔵
野
署
を
核
に
配
給
挺
身
隊
を
結
成 

一
九
四
四
年
九
月
二
〇
日 

読
売 



 

233 

三
多
摩
か
ら
帝
都
へ
野
菜
輸
送
の
貨
車
を
運
行 

一
九
四
四
年
一
〇
月
四
日 

毎
日 

234 

サ
イ
パ
ン
な
ど
か
ら
Ｂ
29
来
襲
、
焼
夷
弾
を
投
下 

一
九
四
四
年
一
一
月
二
八
日
毎
日 

235 

学
童
に
至
る
ま
で
罹
災
者
救
護
に
戦
友
愛 

一
九
四
五
年
三
月
一
五
日 

毎
日 

236 
地
方
都
市
爆
撃
の
教
へ
る
も
の 

一
九
四
五
年
八
月
九
日 

朝
日 

二 

戦
死
者
へ
の
想
い 

237 

小
平
の
親
子
二
代
名
誉
の
戦
死 

一
九
三
七
年
一
一
月
二
五
日
東
日 

238 

兄
の
仇
は
オ
レ
が
討
つ 

一
九
三
八
年
九
月
一
日 

東
日 

239 

英
霊
の
公
葬
に
無
駄
な
冗
費 

一
九
四
〇
年
一
月
六
日 

東
日 

240 

論
功
行
賞
に
家
中
で
感
泣 

一
九
四
〇
年
四
月
二
七
日 

東
日 

241 

遺
志
を
受
け
つ
ぐ
戦
争
未
亡
人 

一
九
四
二
年
九
月
二
三
日 

東
日 

242 

光
栄
の
受
勲 

一
九
四
三
年
三
月
四
日 

毎
日 

243 

残
っ
た
の
は
女
ば
か
り
だ
が
お
国
に
尽
す 

一
九
四
三
年
一
一
月
二
一
日
毎
日 

244 

兄
の
戦
死
後
、
弟
も
軍
人
志
願 

一
九
四
三
年
九
月
二
六
日 

読
売 

245 

小
平
町
で
戦
死
者
の
公
葬 

一
九
四
四
年
一
一
月
一
七
日
読
売 

第
五
節 

町
づ
く
り 

246 

狭
山
丘
陵
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村
の
誘
致
陳
情 

一
九
三
七
年
一
月
一
三
日 

東
日 

247 

小
平
の
土
地
周
旋
で
詐
欺 

一
九
三
七
年
三
月
二
六
日 

東
日 

248 

小
金
井
ゴ
ル
フ
場
敷
地
問
題
、
地
主
と
和
解 
一
九
三
七
年
七
月
一
八
日 

東
日 

249 

ワ
ル
タ
ー
ヘ
ー
ゲ
ン
氏
設
計
の
小
金
井
ゴ
ル
フ
場
竣
工 
一
九
三
七
年
一
〇
月
二
日 

東
日 

250 

中
央
線
の
複
線
工
事
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ 

一
九
三
八
年
一
〇
月
一
二
日
東
日 

251 

病
院
施
設
は
清
瀬
村
な
ど
へ 

一
九
四
〇
年
四
月
六
日 

東
日 

252 

勤
労
者
に
人
気
、
田
無
の
営
団
住
宅 

一
九
四
二
年
九
月
一
三
日 

東
日 

第
六
節 

教
育
・
文
化 

一 

小
学
・
中
学
・
高
女 

253 

小
平
の
小
学
校
で
女
子
団
が
繭
の
品
評
会 

一
九
三
八
年
八
月
二
五
日 

東
日 

254 

時
局
下
の
小
学
校
で
柔
・
剣
道
正
科
に 

一
九
三
九
年
二
月
一
四
日 
東
日 

255 

地
元
優
先
の
中
学
入
試
の
実
施
を 

一
九
三
九
年
一
一
月
二
八
日
東
日 

256 

学
校
訪
問
記
―
八
王
子
中
学
・
武
蔵
野
女
子
学
院 

一
九
四
一
年
一
月
二
二
日 

読
売 

257 

学
校
訪
問
記
―
府
立
二
商
・
府
立
第
四
高
女 

一
九
四
一
年
一
月
二
三
日 

読
売 

258 

学
校
訪
問
記
―
府
立
織
染
校
、
玉
川
学
園 

一
九
四
一
年
一
月
二
四
日 

読
売 

259 

学
校
訪
問
記
―
明
星
中
学
、
町
田
高
女 

一
九
四
一
年
一
月
二
五
日 

読
売 

260 

学
校
訪
問
記
―
府
立
農
林
学
校
、
明
星
学
園 

一
九
四
一
年
一
月
二
六
日 

読
売 

261 

学
校
訪
問
記
―
関
東
中
学
、
府
立
機
械
工
業
校 

一
九
四
一
年
一
月
二
九
日 

読
売 

262 

学
校
訪
問
記
―
明
星
学
園
高
女
、
府
立
第
九
高
女 

一
九
四
一
年
一
月
三
〇
日 

読
売 

263 

学
校
訪
問
記
―
府
立
農
蚕
校
、
立
川
高
女 

一
九
四
一
年
二
月
一
日 

読
売 

264 

学
校
訪
問
記
―
昭
和
第
一
工
業
学
校
、
実
践
女
学
校 

一
九
四
一
年
二
月
二
日 

読
売 

265 

学
校
訪
問
記
―
府
立
二
中
、
府
立
十
九
中
、
東
京
体
操
音
楽
高
、
藤
村
高
女 

 

一
九
四
一
年
二
月
四
日 

読
売 

266 

尋
常
小
学
校
か
ら
国
民
学
校
へ 

一
九
四
一
年
四
月
一
日 

東
日 

267 

都
下
中
等
学
校
連
合
演
習
は
じ
ま
る 

一
九
四
一
年
一
一
月
二
九
日
東
日 

268 

三
多
摩
地
方
へ
区
部
の
学
童
が
疎
開 

一
九
四
四
年
八
月
三
日 

毎
日 

二 

青
年
学
校 

269 

小
平
青
年
学
校
、
明
後
年
度
か
ら
無
休
学
制
へ 

一
九
三
七
年
七
月
一
三
日 

東
日 

270 

小
平
青
年
学
校
で
軍
事
教
練 

一
九
三
七
年
一
〇
月
二
日 

東
日 

271 

小
平
青
年
学
校
で
出
征
軍
人
慰
問
農
園
を
開
園 

一
九
三
九
年
四
月
二
七
日 

読
売 

272 

府
下
の
青
年
学
校
生
、
青
年
学
校
大
会
に
参
加 

一
九
三
九
年
九
月
二
〇
日 

東
日 



 

273 

小
平
青
年
学
校
で
木
炭
製
造
実
習 

一
九
四
〇
年
一
月
二
四
日 

東
日 

274 

青
年
教
育
に
傾
注
し
小
平
村
青
年
学
校
長
表
彰 

一
九
四
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
東
日 

275 

南
進
熱
で
小
平
の
拓
南
塾
に
入
塾
希
望
者
六
百
人 

一
九
四
一
年
二
月
二
三
日 

東
日 

276 
小
平
村
に
転
職
者
む
け
の
訓
練
所
開
校 

一
九
四
一
年
二
月
二
八
日 

読
売 

277 

青
年
学
校
東
西
に
分
れ
て
演
習 

一
九
四
一
年
一
一
月
二
四
日
東
日 

278 

転
職
者
向
け
の
小
平
勤
労
訓
練
所
開
校 

一
九
四
二
年
一
月
一
三
日 

東
日 

279 

小
平
青
年
学
校
な
ど
が
学
校
農
園
を
開
墾 

一
九
四
二
年
一
月
一
四
日 

東
日 

280 

第
二
回
東
部
国
民
勤
労
訓
練
所
入
所
式 

一
九
四
二
年
三
月
三
日 

東
日 

281 

小
平
村
国
民
勤
労
訓
練
所
の
同
窓
生
が
八
王
子
で
訓
友
会
結
成 

 

一
九
四
二
年
四
月
一
六
日 

東
日 

282 

田
無
青
年
学
校
で
は
ビ
ル
マ
語
、
マ
レ
ー
語
の
教
育 

一
九
四
二
年
四
月
一
九
日 

東
日 

283 

岸
商
相
、
東
部
勤
労
訓
練
所
を
激
励 

一
九
四
二
年
五
月
七
日 

読
売 

284 

岸
商
相
、
転
業
戦
士
練
成
の
東
部
訓
練
所
を
訪
問 

一
九
四
二
年
一
〇
月
四
日 

東
日 

285 

産
業
小
戦
士
の
手
記 

一
九
四
四
年
一
月
二
五
日 

読
売 

三 

大
学 

286 

商
大
生
の
箱
根
土
地
へ
の
不
満
爆
発 

一
九
三
七
年
三
月
三
一
日 

読
売 

287 

商
大
、
小
平
移
転
十
周
年
を
祝
う 

一
九
三
七
年
五
月
一
六
日 

東
日 

288 

大
陸
経
営
の
人
材
育
成
に
拓
殖
学
校
と
拓
大
が
合
併 
一
九
三
九
年
九
月
二
六
日 

東
日 

289 

日
米
の
学
生
が
津
田
塾
で
討
論
会 
一
九
四
〇
年
六
月
八
日 

東
日 

290 

外
国
留
学
生
と
も
ど
も
商
大
を
卒
業 

一
九
四
一
年
三
月
二
九
日 

東
日 

291 

戦
時
下
で
繰
り
上
げ
卒
業
、
そ
し
て
入
営 

一
九
四
一
年
一
〇
月
一
七
日
東
日 

292 

神
宮
競
技
場
で
戦
地
へ
む
け
て
学
徒
壮
行
会 

一
九
四
三
年
一
〇
月
二
二
日
毎
日 

293 

商
大
も
産
業
大
学
に
改
称
し
理
工
を
優
先 

一
九
四
四
年
九
月
三
〇
日 

毎
日 

第
七
節 

生
活 

一 

物
資
の
統
制 

294 

タ
ク
ア
ン
の
塩
不
足
、
や
っ
と
配
給 

一
九
三
八
年
一
二
月
六
日 
東
日 

295 

新
体
制
に
際
し
国
民
服
を
着
用
の
こ
と 

一
九
四
〇
年
六
月
六
日 

東
日 

296 

米
の
使
用
を
抑
制
せ
よ 

一
九
四
〇
年
七
月
二
一
日 

東
日 

297 

配
給
米
の
通
帳
制
実
施 

一
九
四
一
年
三
月
二
六
日 

東
日 

298 

イ
モ
の
統
制
配
給 

一
九
四
一
年
九
月
一
七
日 

東
日 

299 

三
割
か
ら
五
割
高
の
ヤ
ミ
値 

一
九
四
二
年
八
月
五
日 

東
日 

300  

国
民
は
買
う
な
、
遊
ぶ
な
、
飲
む
な
、
吸
う
な 

一
九
四
三
年
一
月
一
九
日 

毎
日 

301 

す
べ
て
の
生
活
を
節
約
し
戦
争
遂
行 

一
九
四
三
年
二
月
一
六
日 

読
売 

二 

活
動
す
る
青
年
と
女
性 

302 

小
平
愛
国
婦
人
会
発
足 

一
九
三
七
年
一
一
月
二
三
日
東
日 

303 

小
平
愛
国
婦
人
会
の
活
動 

一
九
三
八
年
八
月
二
五
日 

東
日 

304 

興
亜
の
た
め
に
青
年
団
を
強
化
せ
よ 

一
九
三
九
年
一
二
月
六
日 

東
日 

305 

北
多
摩
青
年
団
が
防
空
壕
掘
り
講
習
会 

一
九
四
一
年
一
月
一
二
日 

東
日 

306 

北
多
摩
青
少
年
団
の
結
成
大
会 

一
九
四
一
年
三
月
一
九
日 

東
日 

307 

女
性
が
郵
便
集
配
人
に 

一
九
四
二
年
九
月
二
七
日 

東
日 

308 

小
平
村
で
日
本
婦
人
会
支
部
結
成 

一
九
四
二
年
一
二
月
二
五
日
読
売 

309 

小
平
農
業
会
で
も
女
性
課
長
誕
生 

一
九
四
四
年
七
月
一
一
日 

毎
日 

三 

医
療
・
衛
生 

310 

小
平
で
赤
痢
発
生 

一
九
三
七
年
七
月
一
七
日 

東
日 

第
八
節 

世
相
・
事
件 

311 

リ
ヤ
カ
ー
で
ス
イ
カ
泤
棒 

一
九
三
七
年
八
月
二
七
日 

東
日 



 

312 

ト
ラ
ッ
ク
で
米
俵
を
盗
む 

一
九
三
九
年
一
二
月
二
一
日
東
日 

313 

金
魚
売
の
声
が
春
を
告
げ
る 

一
九
四
〇
年
三
月
一
日 

東
日 

314 

小
金
井
桜
を
北
京
へ
送
る 

一
九
四
〇
年
三
月
三
日 

東
日 

315 
流
言
蜚
語
を
取
り
調
べ 

一
九
四
〇
年
五
月
二
五
日 

東
日 

316 

婦
人
団
体
が
中
元
廃
止
し
貯
蓄
励
行 

一
九
四
〇
年
六
月
一
五
日 

東
日 

317 

悪
徳
食
堂
、
飯
の
量
を
ご
ま
か
す 

一
九
四
一
年
五
月
九
日 

東
日 

318 

流
言
や
デ
マ
の
取
締
り 

一
九
四
四
年
一
二
月
七
日 

毎
日 

 


